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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ハウジング（２）と、該ハウジング（２）内において軸線方向に移動可能で、かつ圧力
媒体によって充填可能な圧力チャンバ（３３）に負荷をかけるピストン（３４）とを有し
、該ピストン（３４）は、ステータ（２４）と該ステータ（２４）によって回転駆動され
るロータ（２５）とを備えた電気モータ（２３）によって、前記回転駆動を軸線方向運動
に変換する遊星転動型伝動装置（２６）を介して駆動される、自動車におけるマスタシリ
ンダ（３１）を備えたハイドロスタティックアクチュエータ（１）であって、
　前記ロータ（２５）によって回転駆動されるスピンドル（２７）を有し、
　前記遊星転動型伝動装置（２６）は、前記ハウジング（２）においてセンタリングされ
て収容されているとともに、前記スピンドル（２７）の回転駆動を前記ピストン（３４）
の軸線方向運動に変換するように構成されており、
　前記ロータ（２５）は、前記遊星転動型伝動装置（２６）に軸線方向で隣接して配置さ
れており、
　前記スピンドル（２７）は、軸線方向において、前記ロータ（２５）を貫通し且つ前記
ロータ（２５）から突出して延在する端部を有し、
　該端部において、前記スピンドル（２７）が、唯一のラジアル軸受（３８ａ）により前
記ハウジング（２）に対して支えられていることを特徴とする、ハイドロスタティックア
クチュエータ。
【請求項２】
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　前記ハイドロスタティックアクチュエータ（１）に、前記電気モータ（２３）に給電す
る統合された電子的な制御装置（４３）が備え付けられていて、
　該電子的な制御装置（４３）に隣り合って、前記ハイドロスタティックアクチュエータ
（１）の固定装置（３）が、前記自動車の収容構成部材に配置されていて、
　前記電子的な制御装置（４３）と、前記固定装置（３）との間に排熱装置（２１）が設
けられていることを特徴とする、請求項１記載のハイドロスタティックアクチュエータ。
【請求項３】
　前記ハイドロスタティックアクチュエータ（１）に、前記電気モータ（２３）に給電す
る統合された電子的な制御装置（４３）が備え付けられていて、
　該電子的な制御装置（４３）に、前記遊星転動型伝動装置（２６）のスピンドル（２７
）用に少なくとも１つの磁石（４６）を備えた回転角センサ（４５）が設けられていて、
　前記少なくとも１つの磁石（４６）の軸線方向の位置は、前記スピンドル（２７）に対
して調整可能であることを特徴とする、請求項１又は２記載のハイドロスタティックアク
チュエータ。
【請求項４】
　前記圧力チャンバ（３３）の圧力補償が、前記ハウジング（２）における後供給チャン
バ（６１）においてと、該後供給チャンバ（６１）に接続されている、前記ハウジング（
２）の外側に配置されているリザーブタンクにおいてと、の２つに分けて実施されること
を特徴とする、請求項１から３までのいずれか一項記載のハイドロスタティックアクチュ
エータ。
【請求項５】
　前記遊星転動型伝動装置（２６）のスピンドル（２７）は、前記ステータ（２４）をカ
ップ状に取り囲む軸受シールド（３５）に配置されたラジアル軸受（３８ａ）により支持
されていることを特徴とする、請求項１から４までのいずれか一項記載のハイドロスタテ
ィックアクチュエータ。
【請求項６】
　前記軸受シールド（３５）の半径方向の熱膨張係数が、前記電気モータ（２３）の半径
方向の熱膨張係数に合わされていることを特徴とする、請求項５記載のハイドロスタティ
ックアクチュエータ。
【請求項７】
　前記軸受シールド（３５）は、電子的な制御装置（４３）用に遮蔽部（３５ａ）を形成
することを特徴とする、請求項５又は６記載のハイドロスタティックアクチュエータ。
【請求項８】
　前記ステータ（２４）は、前記軸受シールド（３５）に対して相対回動不能に収容され
ていて、前記軸受シールド（３５）は、前記ハウジング（２）に結合されているハウジン
グ部分（１４）に対してトルク支持部（４２）を有することを特徴とする、請求項５から
７までのいずれか一項記載のハイドロスタティックアクチュエータ。
【請求項９】
　収容構成部材に前記ハイドロスタティックアクチュエータ（１）を接合する固定装置（
３）は、前記圧力チャンバ（３３）の圧力ポート（７）と同じ方向に配向されていること
を特徴とする、請求項１から８までのいずれか一項記載のハイドロスタティックアクチュ
エータ。
【請求項１０】
　自動車の収容構成部材における、請求項１から９までのいずれか１項記載のハイドロス
タティックアクチュエータ（１）のアセンブリであって、前記ハイドロスタティックアク
チュエータ（１）によって圧力管路を介して供給されるスレーブシリンダと、前記ハイド
ロスタティックアクチュエータ（１）と収容構成部材との間の機械的な固定装置（３）と
を備えた、ハイドロスタティックアクチュエータのアセンブリであって、
　前記固定装置（３）は、前記圧力管路と前記ハイドロスタティックアクチュエータ（１
）との間の急速継手、及び前記ハイドロスタティックアクチュエータ（１）と前記収容構
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成部材との間の機械的な形状結合を形成する少なくとも１つのねじ（５）から形成されて
いて、前記ハイドロスタティックアクチュエータ（１）は、機械的にかつ流体静力的に、
同じ方向でかつ所定の作業過程において前記収容構成部材と結合されることを特徴とする
、ハイドロスタティックアクチュエータのアセンブリ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ハウジングと、このハウジング内において軸線方向に移動可能で、かつ圧力
媒体でもって充填された圧力チャンバに負荷をかけるピストンとを備えたマスタシリンダ
を有するハイドロスタティックアクチュエータ、及びこのハイドロスタティックアクチュ
エータを、収容構成部材に固定するためのアセンブリに関し、ピストンは、ステータとロ
ータとを備える回動駆動する電気モータによって、この回動駆動を軸線方向の運動に変換
する遊星転動型伝動装置（Planetenwaelzgetriebe）を介して駆動される。
【０００２】
　上位概念部に記載したハイドロスタティックアクチュエータ（流体静力学式アクチュエ
ータ）は、特に自動車及び例えば、常用ブレーキ及び／又はパーキングブレーキといった
ブレーキの操作、パーキングロックの操作、例えばツインクラッチ伝動装置といった伝動
装置におけるシフト装置を操作するための伝動装置エレメントの操作、及び／又は好まし
くは１つ又はツインクラッチ伝動装置の場合には２つの摩擦クラッチの操作のために使用
され、例えば公開されていないドイツ連邦共和国特許出願公開第１０２００９０５１２４
５．４号及び１０２０１０００９２９７．５号明細書において公知になっている。公知の
ハイドロスタティックアクチュエータにおいて、遊星転動型伝動装置のスピンドルが電気
モータによって駆動される。遊星転動型伝動装置の遊星体及び中空ホイールを介して、回
動運動は軸線運動に変換され、圧力チャンバの圧力媒体に負荷をかけるマスタシリンダの
ピストンは駆動される。圧力媒体は圧力管路を介して、形成された圧力を圧力媒体で満た
されたスレーブシリンダの圧力チャンバに伝達する。これにより、スレーブシリンダの作
業ピストンが軸線方向に移動する。作業ピストンはまた、適切な操作作業を、例えばブレ
ーキ、摩擦クラッチ等において行う。例えば、作業ピストンの軸線方向移動により、ブレ
ーキが操作されるか又は解除され、摩擦クラッチが噛み合うか又はレリーズされる。
【０００３】
　本発明の目的は特に、廉価な製造、ハイドロスタティックアクチュエータの機能及び取
扱性の改良及び／又は簡略化を考慮した、上記ハイドロスタティックアクチュエータの変
化形の提供である。特に、ハウジングにおける駆動装置の構成部分のアセンブリ及び支持
の削減及び簡略化、電気モータに供給する電子的な制御装置の改良された機能、及び／又
は収容構成部材へのハイドロスタティックアクチュエータの簡潔化された増設に関する組
付けの改良を得るようにしたい。さらに、ハイドロスタティックアクチュエータの、収容
構成部材における改良されたアセンブリの配置がもたらされる。
【０００４】
　目的の少なくとも一部分は、特に自動車における、マスタシリンダを備えたハイドロス
タティックアクチュエータであって、ハウジングと、このハウジング内に軸線方向に移動
可能で、圧力媒体によって充填された圧力チャンバに負荷をかけるピストンとを有し、ピ
ストンが、ステータとロータとを有する回転駆動する１つの電気モータによって、前記回
転駆動を軸線方向運動に変換する遊星転動型伝動装置を介して駆動される、ハイドロスタ
ティックアクチュエータにより達成される。この構成において、遊星転動型伝動装置はハ
ウジングにおいてセンタリングされて収容されていて、電気モータによって駆動されるス
ピンドルは、唯一のラジアル軸受によりハウジングに対して支えられている。ハウジング
における遊星転動型伝動装置の半径方向の案内により、ラジアル軸受を削減することがで
き、これにより、例えば、遊星転動型伝動装置のスピンドルを、単に一方でのみ、好まし
くはスピンドルの電気モータ寄りの端部において支持するだけでよい、ということを達成
することができる。



(4) JP 5840676 B2 2016.1.6

10

20

30

40

50

【０００５】
　択一的又は付加的には、ハイドロスタティックアクチュエータには、電気モータに給電
するための統合型の電子的な制御装置が備え付けられていてよく、この統合型の電子的な
制御装置は、ハイドロスタティックアクチュエータの固定装置に対して、例えばマスタシ
リンダとは反対の電気モータの側で自動車の構成部分に配置されている。電子的な制御装
置から固定装置、及び固定装置から、通常低温の自動車の収容構成部材、例えば伝動装置
のハウジング壁部、クラッチベル、車両シャシ等へのヒートシンクの形成、ひいては例え
ばパワーエレクトロニクスが備え付けられている電子的な制御装置の効果的な冷却部の形
成のために、電子的な制御装置と固定装置との間に排熱装置が設けられている。この排熱
装置は、例えばハウジング構成部分の改良された伝導性、つまり導熱金属薄板により形成
されていてよい。この導熱金属薄板は、電子的な制御装置が、１つ又は複数の、軸線方向
に離間されているボードにおいて、電気モータのロータの回転軸線に対して垂直な横断面
で、電気モータに対して軸線方向に離間されて配置されると有利であることが分かったの
で、センサ構成部分は、ボードに直接的に配置することができ、ハウジングの周面に配置
され、ハウジングの端面に直接的に結合されている固定装置は、ほぼ電子的な制御装置の
すぐ外側に配置されている。こうして、特にパワーエレクトロニクスにおいて発生する熱
を、固定装置へ導出し、そしてこの固定装置から収容構成部材へ導出するための極めて短
い距離を達成することができる。したがって、固定装置を収容するか又は形成するパワー
トランジスタといったパワーエレクトロニクスの、熱を発する出力構成ブロックが、ハウ
ジングに向けられているように、電子的な制御装置のボードのレイアウトが設計されると
、さらに有利である。
【０００６】
　さらに本発明による思想に基づけば、提案された改良形に対して択一的又は付加的には
、ハイドロスタティックアクチュエータ内に統合された、電気モータに給電するための電
子的な制御装置において、遊星転動型伝動装置のスピンドルのためのセンシング磁石を備
えた回転角センサが設けられていてよい。この構成において、スピンドルに対するセンシ
ング磁石の軸線方向の位置は調整可能である。スピンドルを駆動するロータを備えた電気
モータの端面に対して電子的な制御装置を軸線方向において隣り合わせて配置することに
より、ボードに直接的に、ひいては付加的な線路を用いずに、回転角センサを配置するこ
とができる。この回転角センサは、スピンドルと共に回動する１つ又は複数のセンシング
磁石の交番磁界を検知する。回転角センサを収容する電子的な制御装置のボードとスピン
ドルに対応配置されたセンシング磁石との間で合算される公差がある場合に、再現可能な
信号検知を保証するために、センシング磁石は、好ましくはその軸線方向の案内において
調整可能である。この構成において、回転角センサに対する直接的な調整は、特に電子的
な制御装置が既に組み付けられている場合の接近のため、可能でないか若しくは困難であ
るので、電子的な制御装置がまだ取り除かれている際に、電子的な制御装置に対して不動
な調整点、例えばハウジングフランジに対してセンシング磁石を調整するようになってい
る。
【０００７】
　改良されたハイドロスタティックアクチュエータの本発明に係るさらに別の観点によれ
ば、電子的な制御装置は、電磁的なノイズに対して特に保護されていてよい。パワーエレ
クトロニクスの隣で、評価回路を備えた制御エレクトロニクスの、電子的な制御装置に設
けられている部分への、例えば遮蔽金属薄板を介しての特に電気モータの電磁的な干渉を
、検知されたセンサ信号によって抑制することができる。これに対して、遮蔽金属薄板を
少なくとも部分的にカップ状にして、電子モータのステータの周りに配置し、電磁的に絶
縁された適切な材料から形成し、適宜接地若しくはアースすることが有利であることが分
かった。
【０００８】
　別体に及び／又は遮蔽金属薄板と機能的な統一において、電気モータのステータの周囲
に、軸受シールドが配置されていてよい。この軸受シールドにおいて、遊星転動型伝動装
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置のスピンドルが回転可能に支持されている。このためにラジアル軸受が、ステータをカ
ップ状に取り囲む軸受シールドに収容することができ、スピンドルはラジアル軸受に支持
されていてよい。軸受シールドの半径方向の熱膨張係数が、電気モータの構成要素の半径
方向の熱膨張係数に合わされていると、特に有利であることが明らかになった。こうして
、ロータとステータとの間のエアギャップは、特に一定に保持することができる。このた
めに、軸受シールドの適切な熱膨張係数が、軸受シールドのための適切な材料選択により
、及び／又は軸受シールドの構造的な構成により達成することができる。例えばラジアル
軸受の軸受収容部とステータを収容する軸受シールドの周面との間において、軸受シール
ドの金属薄板といった材料が、軸線方向において折りたたまれていてよくかつ／又は軸受
シールドの材料肉厚に関して変更することができるので、軸受シールドは、温度が高まる
につれてステータとロータと共に、ほぼ半径方向に「一緒に増大する」。この構成におい
て、ハウジングと軸受シールドとの間に、適切な、温度に基づく半径方向遊びが設けられ
ている。この構成において、相対回動不能でなくハウジングに収容されているステータを
回動しないようにするために、ステータ又は好ましくは軸受シールドにトルク支持部が設
けられている。このために、ステータは、軸受シールドに対して相対回動不能に収容され
ていて、軸受シールドは、ハウジングに結合されているハウジング構成部分に対してトル
ク支持部を有する。トルク支持は、軸線方向に夫々軸受シールドの整合する開口及びハウ
ジング部分に係合する、金属又はプラスチックから形成されている、周面に亘って分割さ
れた１つ又は複数の棒又はピンにより実施することができる。例えば上記棒は、軸受シー
ルド内に挿入することができ、この構成において、整合する開口を備えたハウジングカバ
ーが、ハウジングに被せ嵌められると、トルク支持が形成される。この構成において、ハ
ウジングにおいてハウジングカバーを角度選択して組み付けることにより、棒への開口の
位置決めが行われる。
【０００９】
　本発明のさらに別の思想によれば、収容構成部材にハイドロスタティックアクチュエー
タを接合するための固定装置は、圧力チャンバの圧力ポートと同じ方向に配向されていて
よい。例えば圧力ポートは、例えばプラグ又は急速継手及び固定装置のねじのブッシュが
、共通の好適な方向（Vorzugsrichtung）においてハウジングのジャケット面に形成され
ていてよいので、圧力チャンバと圧力管路との接続を形成するために相補的に形成された
対応部材へ、圧力ポートを簡単に被せ嵌めること及びねじを締め固めることにより、収容
構成部材におけるハイドロスタティックアクチュエータの、特に簡単な組付けが可能にな
る。この構成において、圧力管路を備えた対応部材は、収容構成部材内に統合されていて
よいか又は収容構成部材に固定されていてよい。ハイドロスタティックアクチュエータと
圧力管路との接続を直接的にかつ簡単に形成することにより、圧力管路は最短距離でスレ
ーブシリンダに接続することができ、温度が変化する場合における圧力管路の温度影響を
、最小限に抑えることができる。
【００１０】
　特に温度の影響下にあり、圧力管路を介する圧力チャンバの液圧回路がスレーブシリン
ダに対して不密な場合、液圧回路において過剰な量の圧力媒体又は後供給体積が必要にな
ることがある。これに対して、本発明の思想に基づき、圧力チャンバの圧力補償は、ハウ
ジングにおける補償チャンバ及びこの補償チャンバと接続されていて、ハウジングの外側
に配置されているリザーブタンクの２つに分かれて実施されている。こうして、すぐに自
由に使える比較的少ない補償体積を、ハイドロスタティックアクチュエータに保持するこ
とができる。補償体積は、構成スペースに実質的な影響を与えることはない。比較的大き
な貯蔵体積は、自動車における、分離されていて好ましくは構成スペースの中立的な個所
において、接続管路により補償チャンバに接続されている別体に形成されたリザーブタン
クに保持することができるので、ハイドロスタティックアクチュエータは、その必要とす
る構成スペースに関して極めてコンパクトに形成することができる。
【００１１】
　さらに上記目的は、ハイドロスタティックアクチュエータから圧力管路を介して圧力媒



(6) JP 5840676 B2 2016.1.6

10

20

30

40

50

体が供給されるスレーブシリンダ、及びハイドロスタティックアクチュエータと収容構成
部材との機械的な固定装置を備えたハイドロスタティックアクチュエータの、自動車の収
容構成部材におけるアセンブリにより達成される。この構成において、固定装置は、圧力
管路とハイドロスタティックアクチュエータとの間の急速継手と、ハイドロスタティック
アクチュエータと収容構成部材との機械的な形状結合を形成する少なくとも１つのねじと
から成っていて、ハイドロスタティックアクチュエータは、機械的にかつ流体静力学的に
同じ方向でかつ所定の作業過程において収容構成部材に結合される。提案するハイドロス
タティックアクチュエータは、付加的に明細書に開示された全ての特徴又は個々の特徴だ
けを含んでいてよい、ということが理解される。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】ハイドロスタティックアクチュエータを上方から見た図である。
【図２】図１のハイドロスタティックアクチュエータを三次元で示した斜視図である。
【図３】図１の断面線Ａ－Ａに沿ったハイドロスタティックアクチュエータの断面図であ
る。
【図４】図１の断面線Ｂ－Ｂに沿ったハイドロスタティックアクチュエータの断面図であ
る。
【００１３】
　本発明を、図１～４に示した実施の形態に基づいて詳細に説明する。
【００１４】
　図１に、複数の部材から成るハウジング２と、このハウジング２の周面に配置されてい
る固定装置３とを備えたハイドロスタティックアクチュエータ１を上方から見た図を示す
。この固定装置は、固定フランジ４から形成されていて、この固定フランジ４は、矢印６
に沿った接合方向において収容構成部材（図示せず）にねじ込まれるねじ５を収容する。
さらにハウジング２から、マスタシリンダの圧力チャンバの圧力ポート７（この実施の形
態においてはプラグ８として形成されている）が、矢印９の方向に突き出ている。矢印６
，９の方向は互いに平行であって、ハイドロスタティックアクチュエータは、矢印６，９
の方向での運動により、機械的にも流体静力学的にも、取付け型の収容構成部材（図示せ
ず）に接続することができる。さらに、収容構成部材に、この収容構成部材とハイドロス
タティックアクチュエータ１との機械的な接続のための適切なねじ山付き開口、及び収容
構成部材とハイドロスタティックアクチュエータ１との流体静力学的な接続のためのブッ
シュが設けられている。プラグ及びブッシュは、この実施の形態において、好ましくは急
速継手（Schnellkupplung）の構成要素であり、この急速継手は、収容構成部材にハイド
ロスタティックアクチュエータ１が組み付けられることにより、矢印９の方向に力が加え
られて自発的に係止される。ブッシュは、摩擦クラッチ又はブレーキのスレーブシリンダ
に直接的に接続している。場合によっては、ブッシュとスレーブシリンダとの間には、好
ましくは短い圧力管路が設けられていてよい。摩擦クラッチのためのスレーブシリンダを
操作する場合、ハイドロスタティックアクチュエータは、好ましくは収容構成部材である
クラッチベルに取り付けられている。
【００１５】
　さらに、図１におけるハイドロスタティックアクチュエータの図により、ハウジング２
のハウジング部分１０が可視になっている。ハウジング２はマスタシリンダ領域を覆い、
カバー１１によって閉鎖されている、距離センサ装置の組付け及びメインテナンスのため
の出入口１２を有している。電子的な制御装置を有するハイドロスタティックアクチュエ
ータ１の電気モータへの給電のためのコネクタ１３が、ハウジング部分１４内に統合され
ている。コネクタ１３の両側に並んで、距離センサ装置のセンサハウジング１５及び例え
ばコンデンサといった電子的な制御装置の被包された電子的な構成部分１６が、ハウジン
グ部分１４から突き出ている。
【００１６】
　図２に、ハウジング部分１０，１４，１７から形成されているハウジング２を備えた、
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図１のハイドロスタティックアクチュエータ１を三次元で斜視図に示す。ハウジング部分
１０は、例えば軽金属ダイカスト、プラスチック等からカップ状に製造されていて、ハウ
ジング部分１７に被せ嵌められており、このハウジング部分１７のフランジ１８に結合、
例えば螺合されている。ハウジング部分１７は、電気モータ及び遊星転動型伝動装置を収
容し、好ましくは軽金属ダイカストから製造されている。ハウジング部分１７のフランジ
１９に、電子的な制御装置を収容するハウジング部分１４が結合されている。ハウジング
部分１４は、カバー２０によって端面側で閉鎖されている。
【００１７】
　電子的な制御装置は、とりわけ電気モータの通電、例えば整流のためにパワーエレクト
ロニクスを含み、回路及び構成部材に起因して熱を発する。この熱を発する電子的な構成
部材は、軽金属ダイカストといった熱伝導性の材料から製造されているハウジング部分１
４に、排熱装置２１を形成して、例えば熱伝導ペースト等を介して連結される。発生する
熱は、短距離で、ハウジング部分１４とフランジ１９とを介して、ハイドロスタティック
アクチュエータ１を取り付けるための比較的低温の収容構成部材に接続している固定フラ
ンジ４に導かれ、特にパワーエレクトロニクスの過剰な熱を排出するヒートシンクが形成
される。
【００１８】
　ハウジング２の外側に、センサハウジング１５、コネクタ１３及び電子的な構成部材１
６の隣に距離センサ装置のセンサ通路２２が設けられている。このセンサ通路２２におい
てセンシングボディは、マスタシリンダのピストンの移動と共に移動する。この実施の形
態において、センシングボディの移動は、センサハウジング１５に収納されたセンサ素子
により検知され、ひいてはピストンのストロークが検知される。
【００１９】
　図３に、図１の断面線Ａ－Ａに沿ったハイドロスタティックアクチュエータ１の断面図
を示す。ハウジング部分１０，１４，１７から形成されているハウジング２に、ステータ
２４及びこのステータ２４に対して回動可能なロータ２５を備えた電気モータ２３が収納
されていて、ロータ２５によって回動駆動されるスピンドル２７、中空ホイール部分２８
、及びスピンドル２７と中空ホイール部分２８との間において転動し、ウェブ部分２９に
おいて周面に沿って分配して取り付けられている遊星転動体３０を備えた遊星転動型伝動
装置２６が収納されており、またハウジング部分１７から形成されているマスタシリンダ
ハウジング３２と、このマスタシリンダハウジング３２に対して軸線方向に移動可能で、
マスタシリンダハウジング３２と共に圧力チャンバ３３を形成するピストン３４とを備え
たマスタシリンダ３１が収納されている。
【００２０】
　例えば周面に亘って分割されているステータセグメントの形式の、電気モータ２３のス
テータ２４は、カップ状の軸受シールド３５に収容されている。この軸受シールド３５は
、ハウジング部分１７に収容されていて、軸受シールド３５の底部に、ラジアル軸受３８
ａを備えたスピンドル２７の軸受部３８を収容するための、幾重にも折られた軸線方向の
突設部３６を有する。とりわけ底部の折合せ部により、軸受シールド３５の熱膨張係数が
、実質的に半径方向におけるスタータ２４及びロータ２５といった電気モータ２３のモー
タ構成要素の熱膨張係数に一致するということ、ロータ２５とステータ２４との間のエア
ギャップが、温度変化時において実質的に一定にあり続けるということが達成される。軸
受シールド３５とハウジング部分１７との間においては、熱膨張を補償するためにプレス
嵌めは行われない。したがって軸受シールド３５には、ハウジング２に対するステータ２
４のトルク支持のために、少なくとも１つの開口４１が備え付けられている。この開口４
１には夫々、ハウジング部分１４内に係合するピン４２ａが相対回動不能に収容されてい
る。さらに、軸受シールド３５は、電気モータ２３への、若しくはこの電気モータ２３か
ら電子的な制御装置への電磁的なクロストークに対する遮蔽部３５ａとして設けられてい
る。
【００２１】
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　ピストン３４の加圧中に遊星転動型伝動装置２６の軸線方向力は、スピンドル２７に配
置されている押圧ディスク３７を介して、アキシアル軸受３８ｂにより軸受シールド３５
のつば３９に導入される。スライドスリーブ４０における中空ホイール部分２８のセンタ
リングに基づき、スピンドル２７はその他方の端面側の端部において第２の軸受部を省く
ことができるので、回転型軸受（Rotativlager）といった適切な軸受部分及び軸受ドーム
の結合部を、例えばハウジング部分１０において省略することができる。ラジアル軸受３
８ａ及びアキシアル軸受３８ｂによる軸受部３８に対して択一的に、半径方向及び軸線方
向に作用する力の支持のための４点軸受が設けられていてよい。特に好ましくは、上記４
点軸受は、省スペース型で、遊星転動型伝動装置２６と電気モータ２３との間でスピンド
ル２７に設けることができる。
【００２２】
　電子的な制御装置４３は、ハウジング部分１４に配置されているボード４４に収納され
ている。離散した電子的な構成部分の記載は、図面を見やすくする理由から行わない。ボ
ード４４には回転角センサ４５が配置されている。この回転角センサ４５は、スピンドル
２７の回転数若しくは回転角を監視する。回転角センサ４５は、同時にスピンドル２７に
相対回動不能に結合されているロータ２５の回転角を検知するので、一方では電気モータ
２３の電子的な整流のために、他方ではピストン３４の冗長的なストローク検知のために
働くことができる。この実施の形態において、遊星転動型伝動装置２６の変速比は、スリ
ップを無視して考慮される。スピンドルの回転数は、圧力ディスク３７に配置されている
１つ又は複数の磁石４６の極性の移動を増分的に検知する、例えば感磁性の回転角センサ
４５により検知される。ハイドロスタティックアクチュエータ１の構成部材公差に左右さ
れずに再現可能な測定信号を確保するために、１つ又は複数の磁石４６の位置は調整され
る。電子的な制御装置４３を備えたハウジング部分１４は、別体の構成群として形成され
ていて、この別体の構成群と、電気モータ２３を備えたハウジング部分１７の構成群との
組合せは、遊星転動型伝動装置２６と一緒に最後になってようやく行われるので、ボード
４４は調整されてハウジング部分１４に収容され、１つ又は複数の磁石４６は、特殊鋼と
いった磁性でない材料から形成されている収容ポット４７内に収容される。電気モータ２
３と構成群との組付け後に、収容ポット４７は、ハウジング部分１７に対して軸線方向に
調整されて、例えばプレス嵌めにより押圧ディスクに収容される。例えば収容ポット４７
は、ハウジング部分１７の、ハウジング部分１４に対する接触面として働く接触面４８に
対して軸線方向に調整することができる。
【００２３】
　図４に、断面線Ｂ－Ｂに沿った図１のハイドロスタティックアクチュエータ１を示す。
この図から、ピストン３４の軸線方向移動に対してのマスタシリンダ３１の監視のための
ストロークセンサ装置４９のアセンブリが看取可能である。このアセンブリは、センサ通
路２２において軸線方向に移動可能なセンシングボディ５０、及びセンサハウジング１５
に収納されているセンサ素子５１から形成されている。センシングボディ５０の一方の端
部は、ピストン３４に軸線方向で不動に結合されている連行リング５２に取り付けられて
いるので、センシングボディ５０の他方の端部は、ピストン３４の軸線方向移動に基づき
、センサ素子にストローク信号を形成する。
【００２４】
　マスタシリンダ３１の機能をさらに監視するために、ボード４４に直接的に接触接続さ
れている、例えば被せ嵌められていて、かつハウジング２における圧力に対して軸線方向
に支持されている圧力センサ５３が設けられている。この圧力センサ５３は圧力チャンバ
３３の圧力、ひいてはハイドロスタティックアクチュエータ１及び圧力ポート７（図１）
を介してハイドロスタティックアクチュエータ１に接続されているスレーブシリンダの運
転圧を検知する。このために圧力ポート７（図１）に対する開口５４は、軸線方向におい
て圧力通路５５へと目視可能でないように拡幅されている。この圧力通路５５から圧力媒
体が、ハウジング部分１４に配置されている管片５６を介して、圧力センサ５３の感圧性
面に導かれる。
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【００２５】
　環状の突設部でもって、環状に形成された圧力チャンバ３３内に沈み込んでいるピスト
ン３４は、ハウジング部分１０，１７の間の圧力リング５９により半径方向内側にかつ半
径方向外側に位置決めされている溝付き環状シール部５７，５８により、ハウジング部分
１７に対してシールされている。溝付き環状シール部５７，５８に対して軸線方向に離間
されている他の溝付き環状シール部６０は、ピストン３４に対してハウジング部分１０を
シールするので、アウタスペース６２と圧力チャンバ３３との間において、後供給チャン
バ６１が形成される。この後供給チャンバ６１は、実質的に、後充填開口（図示せず）及
び後供給管路を介して、ハイドロスタティックアクチュエータ１に対して離間されていて
、好ましくは流体静力学的に高く配置された後供給タンクと交換することができる圧力媒
体によって無負荷に充填されている。交換、つまり、圧力媒体の後供給、又はピストン３
４が戻る際に残っている過圧の解消のために、ピストン３４はスニッファ溝６３を有する
。これらのスニッファ溝６３は、ピストン３４が、圧力チャンバ３３に圧力が負荷されて
いない状態へ戻る際に、溝付き環状シール部５７を通過していくので、圧力チャンバ３３
は、後供給チャンバ６１に接続される。このために、圧力リングにおいても、適切な貫通
部、例えば環状ギャップ６４が設けられている。別の有利な実施の形態によれば、マスタ
シリンダハウジング３２の少なくとも１つの壁部は、例えばプラスチック又は鋼からなる
挿入部分から形成されていてよいので、軽金属ダイカストから製造されているマスタシリ
ンダハウジング３２の収縮に基づく圧力チャンバ３３の不密性を回避することができる。
好ましくはさらに、２つの壁部と、圧力チャンバの端面とを一体に形成する挿入部分が設
けられる。
【００２６】
　最大限に負荷をかけられた位置、つまり圧力チャンバ３３における最大圧力時のハイド
ロスタティックアクチュエータ１の機能を図３，４に基づいて説明する。最大圧力時にお
いては、例えば下流側に接続されたスレーブシリンダによって操作され押し閉められる摩
擦クラッチは完全に閉鎖されている。圧力がない状態において、ピストン３４は戻り移動
状態にある。この状態において、スニッファ溝６３は圧力チャンバ３３を後供給チャンバ
６１に接続する。この状態を起点にして、電気モータ２３が、電子的な制御装置４３のパ
ワートランジスタにより通電されると、ロータ２５はスピンドル２７を回動させる。この
スピンドル２７において遊星転動体３０は、平歯型（stirnverzahnt）の転動面６５でも
って転動しかつ駆動される。遊星転動体３０自体は、その、はすば型（schraegverzahnt
）であって、スピンドル２７においては転動しない転動面６６でもって中空ホイール部分
２８を駆動する。この中空ホイール部分２８は、リニアガイド部６７において相対回動不
能に案内されているので、中空ホイール部分２８は、スライドスリーブ４０と共に軸線方
向に移動されて、電気モータ２３に向かって移動し、連行ディスク６８によりピストン３
４を連行して、ピストン３４は、圧力チャンバ３３において増大する圧力を形成しつつ圧
力チャンバ３３内に沈み込む。この実施の形態において、圧力チャンバ３３における押圧
力及び電気モータ２３の負荷力は、互いに向かい合っていて、力の均衡はハウジング部分
１７に限定されていて、他のハウジング部分１０，１４は、少ない荷重に関して設計する
ことができる。
【符号の説明】
【００２７】
　１　ハイドロスタティックアクチュエータ
　２　ハウジング
　３　固定装置
　４　固定フランジ
　５　ねじ
　６　矢印
　７　圧力ポート
　８　プラグ
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　９　矢印
　１０　ハウジング部分
　１１　カバー
　１２　出入口
　１３　プラグ
　１４　ハウジング部分
　１５　センサハウジング
　１６　電子的な構成部分
　１７　ハウジング部分
　１８　フランジ
　１９　フランジ
　２０　カバー
　２１　排熱装置
　２２　センサ通路
　２３　電気モータ
　２４　ステータ
　２５　ロータ
　２６　遊星転動型伝動装置
　２７　スピンドル
　２８　中空ホイール部分
　２９　ウェブ部分
　３０　遊星転動体
　３１　マスタシリンダ
　３２　マスタシリンダハウジング
　３３　圧力チャンバ
　３４　ピストン
　３５　軸受シールド
　３５ａ　遮蔽部
　３６　突設部
　３７　圧力ディスク
　３８　支持部
　３８ａ　ラジアル軸受
　３８ｂ　アキシアル軸受
　３９　つば
　４０　スライドスリーブ
　４１　開口
　４２　トルク支持部
　４２ａ　ピン
　４３　電子的な制御装置
　４４　ボード
　４５　回転角センサ
　４６　磁石
　４７　収容ポット
　４８　接触面
　４９　距離センサ装置
　５０　センシングボディ
　５１　センサ素子
　５２　連行リング
　５３　圧力センサ
　５４　開口
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　５５　圧力通路
　５６　管片
　５７　溝付き環状シール部
　５８　溝付き環状シール部
　５９　圧力リング
　６０　溝付き環状シール部
　６１　後供給チャンバ
　６２　アウタスペース
　６３　スニッファ溝
　６４　環状ギャップ
　６５　転動面
　６６　転動面
　６７　リニアガイド部
　６８　連行ディスク
　Ａ－Ａ　断面線
　Ｂ－Ｂ　断面線

【図１】 【図２】
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